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基準６ 準学士課程の学生の受入れ 

評価の視点 

６－１ 入学者の選抜が、入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー）に沿って適切な方法で実施さ

れ、機能していること。また、実入学者数が、入学定員と比較して適正な数となっていること。 

観点６－１－① 入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー）に沿って適切な入学者選抜方法が採用

されており、実際の学生の受入れが適切に実施されているか。 

【留意点】 

○ 合否判定基準については、提示できるものがあれば、提示すること。自己評価書での提示が不可能な場合は、訪

問調査時に提示すること。 

関係法令 (設)第 3条の 2 

 観点の自己点検・評価結果欄（該当する□欄をチェック■） 

 以下の自己点検・評価結果を踏まえ、当該観点の内容を満たしているか。 

■満たしていると判断する 

☐満たしていると判断しない 

自己点検・評価結果欄（該当する□欄をチェック■） 自己点検・評価の根拠資料・説明等欄 

(1) 入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポ

リシー）、特に入学者選抜の基本方針に沿った入学者選

抜方法（学生募集の方針、選抜区分（学力選抜、推薦

選抜等。）、面接内容、配点・出題方針等。）となってい

るか。 

 ■なっている 

 ☐なっていない 

◇入学者選抜要項、面接要領、合否判定基準、入学試験

実施状況等がわかる資料 

資料 6-1-1-(1)-01 入学者選抜方法がわかる資料 

出典「平成 31 年度学生募集要項」 

資料 6-1-1-(1)-02 入学者選抜要項がわかる資料 

出典「平成 31 年度入学者選抜要項（訪問調査資料）」 

資料 6-1-1-(1)-03 推薦選抜試験の面接要領がわかる資料

出典「平成 31 年度推薦選抜試験面接要領（訪問調査資

料）」 

資料 6-1-1-(1)-04 合格判定基準がわかる資料 

出典「平成 31 年度合格者判定基準（訪問調査資料）」 

 

観点６－１－② 入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー）に沿った学生を実際に受入れているか

どうかを検証するための取組が行われており、その結果を入学者選抜の改善に役立てているか。 

【留意点】なし。 

 観点の自己点検・評価結果欄（該当する□欄をチェック■） 

 以下の自己点検・評価結果を踏まえ、当該観点の内容を満たしているか。 

■満たしていると判断する 

☐満たしていると判断しない 

自己点検・評価結果欄（該当する□欄をチェック■） 自己点検・評価の根拠資料・説明等欄 

(1) 検証及び検証結果を改善に役立てる体制を整備して

いるか。 

 ■整備している 

 ☐整備していない 

◇検証する体制に関する資料 

資料 6-1-2-(1)-01 入学者受け入れ方針に沿った学生を受

け入れているかを検証し、改善する体制となっていること

がわかる資料 1 

出典「入学試験委員会規則」 

資料 6-1-2-(1)-02 入学者受け入れ方針に沿った学生を受
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け入れているかを検証し、改善する体制となっていること

がわかる資料 2 

出典「入試広報委員会規則」 

資料 6-1-2-(1)-03 入学者受け入れ方針に沿った学生を受

け入れているかを検証し、改善する体制となっていること

がわかる資料 3 

出典「教務委員会規則」 

 

※ 入学試験委員会において、入試に関する事項が検証さ

れるとともに、入試広報委員会において、入学者アンケー

トの結果から志望動機、中学生時の成績、アドミッション・

ポリシーの適用などが検討されている。入学後の成績に関

しては、教務員会が検討することで、入学者選抜方針の検

討が行われている。（資料 6-1-2-(1)-01、資料 6-1-2-(1)-02、

資料 6-1-2-(1)-03） 

 

◇改善に役立てる体制に関する資料 

(再掲)資料 6-1-2-(1)-01 入学者受け入れ方針に沿った学

生を受け入れているかを検証し、改善する体制となってい

ることがわかる資料 1 

出典「入学試験委員会規則」 

(再掲)資料 6-1-2-(1)-02 入学者受け入れ方針に沿った学

生を受け入れているかを検証し、改善する体制となってい

ることがわかる資料 2 

出典「入試広報委員会規則」 

(再掲)資料 6-1-2-(1)-03 入学者受け入れ方針に沿った学

生を受け入れているかを検証し、改善する体制となってい

ることがわかる資料 

出典「教務委員会規則」 

 

(2) (1)の体制の下、 実際に入学した学生が、入学者の

受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー）に

沿っているかどうかの検証を行っているか。 

 ■行っている 

 ☐行っていない 

◇検証を行っていることがわかる資料 

資料 6-1-2-(2)-01 入学者の受入れに関する方針（アドミ

ッション・ポリシー）に沿っているかどうかの検証を行っ

ている資料 

出典「新入生アンケート結果（入試広報委員会 資料）」

資料 6-1-2-(2)-02 入学後の学生成績を検証していること

がわかる資料 1 

出典「令和元年 6 月入学試験委員会議事要旨」 

資料 6-1-2-(2)-03  入学後の学生成績を検証しているこ

とがわかる資料 2 

出典「令和元年 6 月教務委員会議事要旨」 
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(3) (2)の検証の結果を入学者選抜の改善に役立てている

か。 

 ■改善に役立てている 

 ☐改善に役立てていない 

◆検証の結果に基づいた具体的な改善の実施状況を踏ま

えて、検証の結果を改善に役立てている状況について、

資料を基に記述する。 

※入学者アンケート結果（資料 6-1-2-(2)-01）から、体験

入学や入試説明会時の説明により、学生が自己の将来の夢

や目標を達成するために入学していることが分かる。ま

た、大多数の入学者が各学科のアドミッション・ポリシー

に適合していると判断される。 

入学試験委員会および教務委員会において、学力選抜

試験の合格者平均点、中学時における成績と１年時の成

績、１年時の成績と 2 年時の成績等の相関関係について

検証し、入学者選抜方法についてが検討されている（資

料 6-1-2-(2)-02、資料 6-1-2-(2)-03） 

 

観点６－１－③ 実入学者数が、入学定員を大幅に超過、又は大幅に不足している状況になっていないか。また、そ

の場合には、入学者選抜方法を改善するための取組が行われるなど、入学定員と実入学者数との関係

の適正化が図られているか。 

【留意点】 

○ (2)の体制の整備は、必ずしもこの取組に特化した組織を整備することを求めているのではなく、既存の委員会

で対応することとしている場合には、当該委員会に関する規定の所掌において定員と実入学者数との関係の把握と

必要な改善のための取組が明示されていることを分析すること。 

○ (3)の入学定員に対する入学者数は、大学、大学院、短期大学及び高等専門学校の設置等に係る認可の基準に照

らして、分析すること。 

関係法令 (設)第 4条の 2、第 5条第 2 項 大学、大学院、短期大学及び高等専門学校の設置等に係る認可の基準

（平成 15 年３月 31 日文部科学省告示第 45 号） 

 観点の自己点検・評価結果欄（該当する□欄をチェック■） 

 以下の自己点検・評価結果を踏まえ、当該観点の内容を満たしているか。 

■満たしていると判断する 

☐満たしていると判断しない 

自己点検・評価結果欄（該当する□欄をチェック■） 自己点検・評価の根拠資料・説明等欄 

(1) 学生定員を学科ごとに１学級当たり 40 人を標準とし

て、学則で定めているか。 

 ■定めている 

 ☐定めていない 

◇学則の該当箇所 

資料 6-1-3-(1)-01 各学科の定員がわかる資料 

出典「福井高専学則(抜粋)」 

 

(2) 学科ごとの入学定員と実入学者数との関係を把握

し、改善を図るための体制を整備しているか。 

 ■整備している 

 ☐整備していない 

◇体制の整備に係る規程等がわかる資料 

（再掲）資料 6-1-2-(1)-01 入学定員と実入学者数との関

係を把握し、改善を図るための体制となっていることがわ

かる資料 

出典「入学試験委員会規則」 
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(3) 過去５年間の学科ごとの入学定員に対する実入学者

数が適正であるか。 

 ■適正である 

☐超過又は不足がある 

◇【別紙様式】平均入学定員充足率計算表 

 

 

(4) 過去５年間で、実入学者数が、入学定員を大幅に超

過、又は大幅に不足している状況にあった場合は、改

善の取組を行っているか。 

 ☐行っている 

 ☐行っていない 

 ■過去５年間で大幅に超過、大幅に不足していないの

で、該当しない 

◆大幅に超過、又は大幅に不足している状況にあった場

合には、該当する学科について、実入学者数の改善に資

する取組や教育環境等の改善により教育等に支障が生じ

ないように取った対応等、実際に行った事例がわかる資

料を基に記述する。 

 

 

６－１ 特記事項  この評価の視点の内容に関して、「観点」のみでは自己評価できない活動や取組における個性

や特色、資料を参照する際に留意すべきこと等があれば、記入すること。 

該当なし 

 

基準６ 

優れた点 

該当なし 

 

改善を要する点 

該当なし 

 

  


